
IBC 性能アセスメント

ワークスタイル変革・コロナ禍における企業内コミュニケーション手段の変化に伴い企業のネットワーク環境が大きく変化しています。

ネットワークトラブルの原因として多いこと

新型コロナウイルス感染症の流行し生活様式の変化に伴い、システムの利用方法や負荷状況が以前とは大きく

変化しています。たとえば、リモートワークや Web 会議の急増により、システムやネットワークに想定外の負荷が発生

し、十分なサービスを提供できない状況に陥ってしまうことがあります。そこで、IBC 性能アセスメントサービス「IBC-

PAS」では、ネットワークシステムの性能監視に長年携わってきた経験豊富なエンジニアによる分析をおこない、お客

様の ICT インフラの安定稼働を実現します。
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例えば

■想定していなかったアクセス追加によるインフラリソースの逼迫

■パケットロスやエラーによる遅延

ICT システムを取り巻く環境の変化と課題

・Microsoft 365、box、G suite 利用時の通信レスポンスが遅い

・AWS、Azure 利用時の通信レスポンスが遅い

・Web 会議利用時の音声や画面表示が不安定
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インフラ環境（ネットワーク、クラウド、サーバーなど）の稼働状況や

パフォーマンスの見える化による課題の把握と対策を実施したい
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ソリューション
概要

■マルチベンダー環境のICTシステム全般（ネットワーク、
サーバー・仮想基盤、クラウド）に対応した「障害予防対策
監視ソリューション」です。

■障害検知を目的に利用される一般的な監視ソリューションと
異なり、収集・蓄積した詳細監視データを自動分析（将来予測
・変動検知・相関分析など）し、障害発生前の未然防止を促進
できることが特徴です。

■1,000社以上の導入実績があり、公共・文教・医療・社会
インフラ・キャリア・民需など様々なお客様のICTシステム
安定稼働に貢献しています。

■ネットワークフローを利用した、トラフィック監視・分析・振る
舞い検知に特化したアプライアンス製品です。

■パケット解析と同様の視点による解析が「通信ログを残しつつ、
短時間で実現可能」です。

■ユーザー単位やアプリケーション単位での通信状況を把握でき、
直観的な GUI で、効率的かつ高速な解析を実現いたします。

任意
※トラフィック解析まで行う場合には必要となります。

性能アセスメントに活用するソリューション

ネットワークシステムの性能監視に長年携わってきた経験豊富なエンジニアが、客観的な立場からお客様の ICT 

ステムの性能分析をおこなうサービスです。System Answer G3 で個別のシステムを分析するだけでは気づかない、

他システムとの比較や相関など、 システム全体を俯瞰したうえで分析をおこなった結果を報告します。

【特長】

⚫ 事前打合せによる的確な評価

⚫ ツールの利用により、人手による情報収集が不要

⚫ マルチベンダー環境に精通したエンジニアによる客観的な分析

⚫ 現状報告だけでなく、システム改善や運用改善まで提案

現状の可視化 迅速な問題把握 サービスレベルの向上 キャパシティ計画の立案

事前ヒアリング データ収集 分析・解析 報告会

アセスメントサービス

System Answer G3 に蓄積されたデータを分析し、稼働状況報告や改善提案のレポートをスポットまたは定期

で作成します。システムの余裕度や性能を把握することで ICT システムを可視化し、安定稼働、予防保守、適切な

設備計画の策定に活用いただくことができます。
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